


















 要約 :小児心身症に関する学校の現状を検討し、連携のために医療側がなすべきことを

検討した。教師・養護教諭へのアンケート結果として、心身症生徒への対応は学級担任が

主/心身症生徒への学校の組織的な取り組みは少なく、個人の熱心さに依存している/小児

心身症の広報が少ない/小児心身症に関する研修機会を求めている/小児心身症の発刊物を

求めている/発刊物の内容には対応の実際的方法・基本的概念・関連分野に関する情報な

どを望んでいる  などが分かった。したがって医療としては、担任への働きかけ/校内の

システム作りへの協力/校医制度の再検討/専門的情報の提供/研修機会の設定/冊子やハン

ドプックなどの発刊 を急ぐべきであると考えられた。


